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特別論説

社会情報学の 時代超越性 と時代被拘束性

Supertemporal　and 　Temporal−constrained 　Characters　of 　Socioinformatics

　　　　　日本学士院会 吉田　民人
Amemb 巳 r　 of 　the 」apan 　Acaderny 　 Tamito 　YOSE ［IDA

1，問題の 所在

　 1996 年二 つ の 日本社会情報学会が発足 した

前後 に、私は 当時の 主流的な理 解 とは異な る社会

情報学 を提唱 した 。主流 的理解 とは 、新聞学 に始

ま り、 ラジオ
・
テ レ ビ放送 を包摂 して マ ス ・コ ミ

ュ ニ ケーシ ョ ン 研究 へ と発展 し、さ ら に各種の パ

ッ ケ
ージ ・

メ デ ィ アや携帯電話ほ か の ポー
タ ブル

情報機器、そ して 放送 ・通信衛 星や イン ターネ ッ

ト等々 を視野 に収め て メデ ィ ア ・コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ

ョ ン 論 と称 され る よ うに な っ た
一

連 の 研究 を、新

た に総括 ・総合す る新 しい 学術領域 と して の 社会

情報学 とい う構想 で あっ た。

　他方、私 の 社会情報学 （Socioinfomlatics）は 、

ワ トソ ン
＝ク リ ッ ク に よ るDNA 情報 の 解明 に 始

ま り、生命科学 ない し生物科学の 全領域 に及 び、

か っ それ を踏 まえ た生 命工 学 な い し生物工 学 へ と

展開 し始め て い た 生物学革命 に着 目す る もの で あ

っ た。こ の 20 世紀 中葉 の 生物学革命は 17 世紀

の 物理 学革命に続 く科学 の 巨大 な地殻 変動で あ

り、 17 世紀以降 の物質科学 r物理 学や化学丿 が

確 立 した物質 ；エ ネ ル ギー ux下〜単 に物質 との

み麦記丿現象 を不 可欠の支援条件お よ び不 可避 の

揃 条件 としなが ら、侍報 ・記号現象 の 謙 衂 ・

設詳的研究を 目指す学術形態 で あ る。それ は私が

「
近 代科学の 情報論的転回」 や

「
大 文字の 第 2次

科学革命 」、簡潔 に 「新 科学論 」 と命名 した 科学

史 の
一

大画期 で あ っ た 。 物理学還 元主 義の も とで

完敗 し た と され た 生気論 （Vitalism）は
、 記号情

報論的な生命科学 として 換骨奪胎的に 復活 して い

た の で ある。私は 生命科学 な い し生物科学 に お け

る情報 ・記号論的枠組 み と同様の 情報 ・記号論的

枠組み を人文社会科学 に 導入 ・確 立 しよ うと考え

た の で あ る 、

　 しか し 、 そ の ため には物質層 と生物層 と人 間層

の 三 層 か ら な る 自 然 の 全 体 を Universe 　 of

Discourse とす る、い くつ か の 予備 的考察が 必要

で あ っ た 。全 自然 をUniverse　 of 　Discourseとす

る限 りで は 厂哲学的考察り と い っ て もよ い 。主要

な もの を六 つ 挙 げるな ら、第 1 に、記 号不在の 宇

宙進化 と シ グナ ル 記号が 関与す る生物進化 とシ ン

ボル 記号が 関与 す る人 間進 化をす べ て 包 摂 す る

厂汎進 化史的枠組 み ll。第 2 に 、　 RNA ・DNA 記号

を プ ロ トタイ プ と して 神経記号か ら言語記号 へ と

至 る
厂
記号進 危論ノ と命名され た 記号学の 革新 。

第 3 に 、 「物質科学法則 に 従 っ て 生成 す る物質層

の 生成存在」 に始 ま り 「
生 物的 プロ グラ ム （シ グ

ナ ル 性な い し信号性 プ ロ グラ ム ）に よ っ て構築 さ

れ る生 物的構築存在 」 を経 て 「人間的 プロ グラ ム

（シ ン ボル 性 な い し表象性プ ロ グラ ム ）に よ っ て
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構築 さ れ る 人 間的構築存在 」 へ 至 る と い う　厂新 し

い 存π諭 c 換 言すれ ば、物質 曲 厂生成 存在 」 か

ち生勿的 ・入潤 的 厂揖 築存在ゴ へ の 存在様式 の進

化、再度換 言 すれ ば 物質層 に お け る （法剣 的丿

厂生成 主義 ゴ お よ び生物層 ・入 間層 に お け る ‘プ

ロ グ ラ ム 的丿 厂溝築主 義ノ の進化史 的枇 8で ある 。

伝統的な
「機械 論 対 有機体論 」 の ダイ コ トミ

ー

は、新存在論や新科学論の 立場か らすれ ば、有機

体 は 内在す る シ グナ ル 性の プ ロ グラ ム （シ ス テ ム

内部に あ る設計 図）な し に は構築 さ れ な い が 、機

械 は 自動制御機械 を除け ば、外在す る シ ン ボ ル 性

の プ ロ グ ラ ム （シ ス テ ム 外部 に ある設計図）な し

に は構築され な い 。す な わ ち、機械 も有機体 も

一 設計図の 「外在性 とシ ン ボル 性 」 対 「内在性

と シ グナ ル 性」 とい う相違が あ る の み で
一

どち

ら も 「構築存在 」 で あ り、宇宙系や銀河系や 太陽

系の よ うな プ ロ グラ ム 依存で な く法 則依存の 「生

成存在 」 とは存 在様 式を 異に して い る 。

「機械 論

的 」 と い う近代科学 の 定説化 された特性規定 は 的

外れ で あ っ た と い うべ で あ る 。 指令 ・認知 ・評価

とい う記号情報機能 を 内在 さ せ る の も、細胞か ら

生体 を経て 社会組織に至 る生物層 ・人間層の 「構

築存在 」 の みで あ り、物質層 の
「生成存在」 に は

記号 情報機能 は 内在 も外在 も して い な い 。ゲ ノム

科学 は細胞 が記号情報 （DNA ・RNA ） 内在型シ

ス テ ム の 進化史的 原型 で あ る こ とを 明 らか に し

た。シ ス テ ム は 「記号情報不在型」 と 「記号情報

内在型 」 と 「記号情報外在型 」 に 三 分 され る こ と

に な っ た の で ある 。第 4 は 、物質科 学 と生物 科

学 ・人文社会科学 との 説 明様式の 相違で あ り、
…

方、物理科学法則 と境界 ・初期条件 （文脈要因）

に よる物質層の 説明 ・予測、他方、 1）生物的 ・

人間的 プ ロ グラ ム と境界 ・初期条件 （文脈要因 ）

に よ る解 明、な らびに 2 ） 「プ ロ グラ ム の 変異 」

お よび 「一・定の 選 択基準と境界 ・初期条件 （文脈

要因）に よるそ の採択淘汰 」 とい う解明、すなわ

ち、生 物層 ・入 周層に固有の 2段 階 の説 明 ・予鳳

第 5 に
、 経験法 則 と区別 され た理 論法則 （以 下 、

単に法則 と表記）なる もの は 自然の 物質層に お い

て の み 妥当す る秩序原理 で あ り、生 物層 の 秩序原

理 は シ グナ ル 性 プロ グラ ム 、人 間層の それ は シ ン

ボル 性 プ ロ グラ ム で ある 。 プ ロ グラ ム は法則で は

な く、法則 とは異なる秩序原理 で ある。こ れ ら三

つ の 秩序原理 の 特性 の 相違に つ い て い えば、物質

曾 の 法則 は 厂変 容不能 で達 背不能ゴ、生物層 の シ

グナ ル 倥 ピ信号性丿プ ロ グ ラム ぱ
厂
変容4 能で 遅

背不能 ム そ して 入燭層 の シ ン ボル 倥 俵 象性丿

プ P グ ラム ば 厂変 容可能 で 違 背可能ノ の 、それ ぞ

れ秩序原理で ある。他方、経験 法則 す な わ ち経験

的…般化命題 （以下、経験則 と表記〉は す べ て の

学術領域 に見 出され、原則 として 、法則お よび／

また は シ グナ ル 性 プ ロ グ ラ ム お よび／ また は シ ン

ボル 性 プ ロ グラ ム と、そ れ ぞれ の 境界 ・初期条件

（文脈要 因） との 合成効果 と して 与え られ る。古

典力学以来の 「秩序原理 ＝法 則 」
一

元論 の 根底 的

破綻 と い わ なければ な らな い 。私は こ れ を 厂秩序

原 理 の進化ノ と位置づ けた u マ ス コ ミが人 間的事

象に 関す る
「法則 」 と して 言及 する もの は 、 す ぺ

て 「プ ロ グ ラ ム 」 か 「経験則 」 で ある と い っ て よ

レ  近 代経 済学が 軽 済法鰐 と称 す る秩序原 理 は
、

ホ モ ・エ コ ノ ミ クス に 仮託 きれた経済 合理 的 プ p

グラ ム やそ の 合成 ・波及効 果の 数学的定式化と解

す べ きで あ ろ う。法則 もプ ロ グラ ム も数学的定式

化 を模索 し うるか ら、数学的 に定式化 され て い る

か ら と い っ て 法則で ある と は 限 らない c 〃為藻式

やdefiijやル ール と い う入聞層 に独 自の 秩序原堙

は 、旧科学誚 の 法則
一
元論 の もとで ぱ よ ウ根底的

な枠親み を用 い た 位置 づ けが 不 可能 で あ っ たが 、

厂
｝1｝fiu→ シ グ ナ ル 盤 プ ロ グ ラ ム → シ ン ボ ル 盤 プ ロ

グ ラム y と い う秩序原理 の 進化 と い う新た な艨想

の もと、科学的縦界像の なか に史士初め て そ の 所

を得 る こ とにな っ た の で あ る。行為様式 や 規範を

議論 ・理解す るUniverse　 of 　Discoursc が 人間層

へ の 隔離か ら全自然 へ と解放 ・拡張 ・一般化 され

た の で あ る。それ は物質科学 ・生物科 学 ・人文社

会科学の 統合 に 向けて の
一

つ の 大 きな転囘で ある

とい っ て 過 言で は な い
。 情報範畴 と記号範疇の 拡

張解釈が 登場す るまで、人文社会科学 の 自閉的な
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視野狭窄 と理 系 の 還 元主義 と は 相呼応 して
、 文理

の 乖離 ・分裂 は や む をえ な い こ とで あ っ た。最後

に第 6 と して 、偐報 ぱ
厂非記号僧報 1 と 厂詛号替

報 ノ と Vこ大 ガ〃さ「れ 、前 者♂よ自撚 の 物 貿「層 ・生物

層 ・入髀 を貫徹 する
厂物質現象 の ピ時聞的 ・空

間的 、 定 儖的 ・定量 的 な丿差異／ パ タ ン
ー

般 丿、

ぞ 乙て後者 ぱ 生 物督 と入闘 層に 厨存の 厂詔 号化 さ

れ た差異汐 fタ ン 1 と定義 さ れ る こ と に な る。ア

リ ス トテ レ ス を継承 す れ ば、非記 号情報は 「形相

般 」、記号情報 は
「記号 的形相 」 で あ り、プラ

トン の イデア は 記 号的形相の
一

例 で あ る。だが 、

以上 の 諸 論点 は、私の 第 18 期 日本学術会議副会

長 として の 実体験 に よれば、現行の 学術界の 共1司

主観的世界 にお い て こ とご とく容認不可能な着想

で あ っ た。次世代の 研究者に 望 み を託す ほか な い 。

　 こ うして
「物質」 と

「物質変換 」 と 「法則 的生

成 」 の 三 つ が 物質科学の 基 礎 カ テ ゴ リ
ー

で あ る と

い えるが 、生 物科学 と入文社会科学 の基礎カ テ ゴ

リ
ーは

、 そ の 物 質科 学の 募礎 カ テ ゴ リーを不 可

欠 ・不 可避 の 支援 ・緲約要因 （ff蘂 の 材籾 と し

て、 厂記号骨蜘 と 厂記号 替報変蜘 と 厂プ ロ グ

ラ ム的轢 ゴ の r つ だ とい っ て よ い 。そ して シ グ

ナ ル か らシ ン ボ ル へ とい う記号形態進化 （後述の

よ うに記号媒体進化 とは 区別 され る）の 2段 階に

対応 して 、遺伝情報や感覚／運動情報 などの シ グ

ナル 情報 に よる構築 を扱 う生物科学 と表象や 言語

な どの シ ン ボ ル 情報に よ る構築 を扱 う人 文社会科

学 とが 差 異化 さ れ る こ とに な る。な お 、プ ロ グラ

ム は記号情報の 、また プ ロ グラ ム 作動 は記号情報

変換 の 、それ ぞれ 環 ・一
例で あるが、秩序形成

と い う観 点 か ら特化 ・抽 出 され た 概念構築 で あ

る。

2．時代 を超越する 社会情報学

　 さ て 、ゲ ノ ム 科学や タ ン パ ク質科学 を核 とする

生命科学 が 、 40 億年に 近 い 全 生 命史 の す べ て を

射程 に すえ る時代超越的なそれ と、それ を基盤 に

して 各種 の バ イ オ テ ク ノ ロ ジ
ー

と不 可分 に結 びっ

特別論説
一
社会情報学 の 時代超越性 と時代被拘束性

く特 殊現代 的な そ れ と を包括 し て い る の と 同様、

社会情報学 もまた時代超越的 な それ と時代被拘束

的なそれ とを包括 ・統 合す べ きもの で ある。そ こ

で まず時代 超越 的 な社 会情報学 で あ るが 、こ こ で

は時間や紙幅の 制約 もあ り、記号情報 ・記号情報

変換 ・プ ロ グ ラ ム とい う三 大 カテ ゴ リーの うち、

と りわ け言語性 プ ロ グラ ム の 簡潔な考察に 限 りた

い 。 言語性 プ ロ グ ラ ム の 類 型、そ の 作動、そ の 変

異 と選択 とい う三 つ の テ
ー

マ で ある。第 1 に 、言

語性 プ ロ グラム は DNA 性 プ ロ グ ラ ム と違 っ て 極

め て 多種多様で あ り （以下、プ ロ グラ ム を p と表

記）、  個別具体的 な p （い ま
・こ こ で の p ） と

一
般 抽象 的 な p 　（倫 理や 法律 ）、た とえ ば、 ア

ド・ホ ッ クな即興 的プ ロ グラムか ら政令や省令や

条例 な ど の 制度的プ ロ グラ ム まで 、  指令 （自己

と他者 へ の 指令）的 p と認知的 p と評価的 p とい

う記号情報機能 の 3 モ
ー

ドに 対応す る p 、すな わ

ち指令の 仕方 ・手順、認知 の 仕方 ・手順 、 評価 の

仕方 ・手順 、  自生 的 な p と計画的 な p 、  規範

化 され て い な い p と規範化 された p 、  言語化 の

困難なp と容易な p 、  動機や行為を事前 ・事中

に導 くp と事後 に 説明する p 、また 、  気づ か れ

に くい 、だが エ ス ノ メ ソ ドロ ジ
ー

が気 づ い た重 要

な p の例 として 、相互行為場面で 自己 の 行為 に 関

す るプ ロ グラム に事前、事 中、ある い は 事後 に 言

及す る とい う p 、 等々 で あ る 。

　第 2 に 、DNA 性や 感 覚／運 動性 の p の 作動 が

物質科学法則 に 基づ き 般 に　　誤作動は あ る に

せ よ一 一義的で違背不能で ある の に 対 して、言

語性 の p の 作動 は　　 物質科学法則 とDNA 性 ほ

か の 生物 的プ ロ グラ ム の 支援 ・制約 を不 可欠 ・不

可避 とす る が 　 　そ れ 自体 は表 象 に 媒 介 さ れ 、

懈 釈 の 多萎性 ノ と C逸脱 の 可薩徃ノ ぱ む しろ 常

態 とい うべ きで あ る 。 言語性 p の 作動 は 、 人 間 レ

ヴ ェ ル の 各種 シ ス テ ム の 「構築 」 に ほ か な らず、

認知 的構築、 と き に加 えて 評価的構 築に 限定 さ れ

る人 文社会科 学の い わ ゆ る構築卞 義は、指令的 構

築 を含ん で 、 とい うよ り指令的構築 を 中核に して

拡張 され る。私 は こ れ を 認知 と い う1モ ードに局
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限 さ れ る定説的 な 「認識論的構築 主義 」 か ら、指

令 ・認知 ・評価 の 3 モ
ー

ドの すべ て を 包括す る

「存在論的構築主義 」
へ の 展開 と名づ けた 。 入文

社会科学の い わ ゆ る本質 ≠菱 と樗蘂 主菱 との 紺立

は、生成主 義と灣築主養 との 存在論的差異化、よ

ク詳紐1に い えば 物質層 の法Aij的生域 と生物層 の

シ グ ナル 盤 プ P グ ラム 的櫻
』
と入 髀 の シ ン ボ ル

徃 プ ロ グ ラム 的艨蘂 の 三 分法 へ と転回 す る 。
こ の

存在論的構築主義 は 、視点 を変えれ ば、シ ス テ ム

に よる、シ ス テ ム とそ の 環境 との 自己組織化に ほ

か な らな い 。た だ し、こ こ で も また 社会 科学の 定

説 的な自己組織性 は物質科学 に 固有の 法則的な非

記号情報学的 自己組織性 の 無批判 な請売 りに す ぎ

ず、社会科学 に独 自の 、プ ロ グラ ム に よ る分権

的／集権的、参加的／委任的な記号情報学的 自己

組織性 とは ま っ た く異質の もの で あ る 。 法 則に よ

る自己組織化 と峻別すべ きプ ロ グ ラム に よ る 自己

組織化 は、 1）プ ロ グラ ム に よる当該シ ス テ ム の

自己組織化 （1次の 自己組織性 ） と、 2 ）プ ロ グ

ラ ム 自体の 自己組織化 （2 次 の 自己組織性） とい

う二 重 の 課題 を抱 えて い る。サ ン タ ・
フ ェ 研究所

の 複雑適応系 （Complex 　Adaptive　System）に い

う適応 と は プロ グラ ム の 適応 で あ り、 2 次の 自己

組織化 の 謂い に ほ か な らない 。だ蹴 法燗的 な非

記号学的自己紐競理 論には、こ の 1次 ・2 次 の 自

己紐驪 化 とい う発想 ぱ ま つ た ぐ無縁 で ある。ちな

み に 、生 物科学 に お け る自己組織性 は、法則的自

己 組織化 と プ ロ グラ ム 的 自己 組織化 の 双 方を含ん

で い る。社会科学で 支持 され て い る 自己組織理論

は 、まず 1 ）法則で は な くプ ロ グラ ム に よる自己

組織化 とい う枠組み の 欠如、それ ゆ え ま た 1次 と

2 次の 自己組織化の 識別不全 、っ い で 2 ） 自律分

散的な分権的 自己組織化の み を 自己組織化 と見な

す とい う二 つ の 難点を未だに克服 して い ない 。誤

解 を避 け るた め付言すれ ば、カ オ ス 系の 計算機 シ

ミ ュ レ ーシ ョ ン はカ オ ス 方程式 を計算機 プ ロ グ ラ

ム として入 力す るが、そ の 方程式は プロ グラ ム 的

自己組織 化 に い うプ ロ グラ ム で あ る と は 限 らな

い
。

カ オ ス 方程式 は カ オ ス 法則 で も カ オ ス ・プ ロ

グラ ム で もあ りうる。計算機 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン は

近代科学の 二 大秩序原理 と して の 「法則 とプ ロ グ

ラ ム 」 を等 し く
「計算機プ ロ グラ ム 」 と して処理

す るか らで ある。法則 もプ ロ グラ ム も数式化 され

うる の と同様で ある。問題は、研究対象 自体 に 内

在す る記号列で構成 され た秩序原理 か否か 、で あ

る。

　以 ．ヒ第 2 の テ
ー

マ の 核心 は 「
プ ロ グラム に よ る

社会秩序の 説明 」 で あ っ た が 、つ づ く第 3 の テ ー

マ は 、「プロ グラ ム 自体の 説明」 で ある 。

「プロ グ

ラ ム 」 自体 を説明す る 「法則 」 が あ る の で は ない

か とい う疑問で あ るが、結論は否定 的で あ る 。 遺

伝的 プ ロ グラ ム の説 明は 、主流派の 立場か らすれ

ば、ダ
ー

ウ ィ ン の 「変異 と選択」 な る枠組みに よ

る 。
こ の

厂変異 と選択」 ぱ況 ダー
ウ ィ ニ ズ ム の 砕

組 み と L て シ ン ボ ル 性 プ ロ グ ラ ム の説 明に も適用

され る。 た だそ の た め 1こ ぱ 、 変異 は ラ ン ダム な変

異に阪定 され ず1晋用 や槙倣
尸
や創 発や計画鱒 〃造 を

含み 、 選択 ぱ 市場的選択など の 事後的 な 勘然選択

ぐ外生選 iPitf）以外 に 、事前砂 な外生 選 択 （権力 に

よる事前 の 弾 圧な とつ や事後的 ・事前的 な主体選

択 〔内生 選択丿を 包摂す る こ と に な る。そ もそも

「自然選 択 」 （natural 　 selection ）な る概念 は、

『 種 の 起 源 』 第 1 章 に よれ ば 、 「人 為 選 択 」

（artificial 　 selection ）〔⊂ 主 体選択〕か ら着想 さ

れ た もの 、そ の 意味で い わ ば先祖返 りで あ る 。 そ

して 選択基準 もまた W ．D．ハ ミ ル トン の 包括 的適

応度 の 最大化 と い う外生的な もの に 限 られず 、 多

藻な 内生 的緬僧 規準 ζ例え ば、M ．ウ ェ
ーバ ーの

百的合理徃、勧値合理性、感 髄 合倥な ど丿 へ と

拡張され る。

　 こ う して み る と 厂蒔代超越 的 な社 会 借報 学丿

とは、 厂シ ン ボ ル 徃の 存在論的薄築主義 を驚 す

る祉会科学ノ や 厂シ ン ボル 倥の プロ グラム 的自己

組磯 傑を基幹理論 とす る社会科学ゴ の嬲 名であ り、

峙代超越崩1な生 物情報学 の社会科学微で ある とい

っ て よ い
。 そ の 結果、法学、社会学、経済学、政

治学、教育学、経営学、社会心理学、等々 の 社会

諸科学 は
、 時代超越的 な社会情報学 を共 通の

一
般
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特別 論 説 一社 会 情 報学 の 時 代 超 越 性 と時 代被拘 束 性

的基 盤 と し て 総合 の 可能性 を もち うる こ と に な

る。か つ て マ ル クス 主義が社会科学 の 共通基盤 を

提供す る とされた が 、こんに ちそ の 共通基盤 は 時

代超越 的な社会情報学 に こ そ求め られ な けれ ばな

らな い
。 それ は生物情報学が い まや生物科学 の 諸

領域の共通基盤 とされて い るの とまっ た く同様で

ある。

　 な お 、記号情報 と記号情報変換 に関わ り、そ れ

ぞれ
一点だ け触れ て お こ う。

一方、記号情報の 理

解 は認知的なそれ に 限定 されやす い が 、評価情報 、

と りわ け指令特報が 、そ して他方、記号情報変換

は 記号情報の 空 間変換、すな わち コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ

ョ ン に限定 され や す い が 、認知情報 ・評価情報 か

ら指令情報 へ の 変換 、 すなわち意急 決定が 、 それ

ぞれ人 間層の存在論的構築主義や プロ グラ ム 的 自

己組織性 に とっ て の 記号情報現象 として 決 定的 な

意義 を もつ こ と を力説 し て お き た い 。 厂認識 と伝

達 丿 の 二 側面 に偏向 す る 灘 的 な艨報理解が学術

的な記号侍報理解 を無 自覚 の まま 歪め て い るの で

ある。学術用語 と して の 記号情報 は 、ニ ュ
ース や

知識な どの
「
認知情報」 の ほか 、意見や価値観な

どの 「評価情報 」、意思や命令や倫理 や法律 な ど

の
厂指令情報 」 を含み 、 学術用 語 として の 記号情

報変換 は 、そ の 「空 間変換 」 と して の コ ミュ ニ ケ

ー
シ ョ ン の ほ か

、

「時 間変換」 と して の 記憶や貯

蔵、 「媒体変換」 と して の 複製や コ ピー、 「記号変

換 」 と して の 音声言語か ら書記言語 へ の 変換やそ

の 逆、翻訳、 「意味変換」 と し て の 連 想、計算や

推理、情報創発 、 意思決定、そ して
「記号化変換 」

（受容 器や セ ン サ の 機能 な ど非記号情報 ＝非記号

的な差異／ パ タ ン か ら記号情報 二記号的な差異／

パ タン へ の 変換 ） と 「対象化変換 」 （効果 器や ア

クチ ュ エ ー
タ の機 能 な ど記 号情 報 ； 記号的 な差

異／ パ タン か ら非記号情報 ＝ 非記号的な差異／ パ

タ ン へ の 変換）な どをす ぺ て 包括 して い る 。 個 人

的 ・社会的な心 理 的、意味的、精神的世界の 過 程

的 ・動態的側面を すべ て シ グナ ル 性 ・
シ ン ボ ル 性

の 記号情報変換 と捉 え る の で ある。

3．時代 に拘束され る べ き社会情報学

　 と こ ろで 、す べ て の 社会諸科学 と同様、それ を

束ね るべ き社会情報学もまた社会 と時代の 要請に

応 えなければ な らな い 。そ の た め に まず、社会情

報学の 枠組みか らす る現代社会の基本特性を 3 つ

述 べ て み た い
。 第 1 は

、 記号進化論の 視点で ある 。

記 号進化論 は 、

「記号形 態 の 進化 」 と 「記号 物質

（記号媒体） の 進 化 」 の 二 側面 を もつ が 、現代社

会 に特異 的な 記号情報 ・記号情報変換 ・プ ロ グラ

ム は 厂2 進形態」 と 厂霞子媒体」 を 2 大特盤 とす

る極め て 合理 的 ・効率的 な
厂2進 電子 艀報空勵

で ある。 厂音素 ・文字ノ 形態 と 厂音声 ・書記ノ 媒

体を基本 と する既 成入 黼 の 各種 の 言語艀報空債ア

と2 進 電子艝報空潤 との 摺互変換は 、現代社会に

の み固有 の 情報空間 の 進化 で ある 。 それ は 景子 コ

ン ピ ュ
ーテ ィ ン グの 実用化で さ らに

一
っ の 転機を

迎 え るだろ う。

　第 2 は、 こ の 2 進 電子情報空周 の 技術的 可能性

で あ り、 こ こ で は、 1） リア ル タイ ム 性、 2 ）仮

想性、 3） ロ ボ ッ ト （自動機械）性 、
4 ）グ ロ

ー

バ ル 性の 4 点を指摘 した い
。

m ポ ッ ト性は人 間機

械論か らすれば人間の 属性 で あ り、また グロ ーバ

ル 性 を当該 シ ス テ ム （こ の 場 合 な ら地 球人 間系 と

脳神経系）の 全域性 と解釈 すれ ば
、

こ れ らの 4 特

性は人間の 脳神経情報空間で す で に 実現 され て い

る。だが 、そ れが 人 間個体 の 外部 に 構築 さ れ る の

で あ る。 コ ン ピ ュ
ー

タや イ ン ターネ ッ トや放送 ・

通信衛星 を核 とす る情報テ クノ ロ ジー
は、以上の

2 進 電子艀報．空 1訝の 技術 的 可能 徃 を各種 の 社会

的 ・但1入的 寿夢要 とノ凡債1砂価値基準 ‘安全 ・安 ノ心、

自由、 入 癨 、 信頼 、 公正 、 プライバ シ ー、民主 徃 、

平等、サ
ービス 性、効率倥、そ の勉丿に 基づ い て

磯器化か つ 皺 化す る 。 そ の 行 き着 く先は 、工業

社会に 対す る高度情報社会 と い っ た 人間史的画期

と い うよ りは 、物質層 ・生物層 ・人間層に 続 く新

た な地球史的画 娚 と し て の 2 進 霞子替報層 とい う

べ き もの で あ ろ う。 それ ほ ど革新 的な 記 号艀報論

的 進 化 だ とい う こ と で あ る。 こ こ で も ま た
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Universe 　 of 　Discourse を全 自然 に 拡張 した 考察

の 意義 を指摘す る こ とが で きる。人間層が厳密に

は生物層の
一部で ある の と同様 、 2進電子 情報層

は 人間層の
一

部で ある が 、それ ぞれ 後者 と の 間に

隔絶的相違が 認め られ る の で あ る 。 ナ ノテ クノ ロ

ジーや創薬ほか現代 に おける物質空間の技術革新

も、それ に先行す る記 号情報空間の 創発が な けれ

ば成立 し な い が 、そ の 記号情報空 間 に と っ て の 2

進電子性は 決 定的 な意義を も っ て い る 。計算機シ

ミ ュ レ
ー

シ ョ ン は そ の 分か りやす い 事例 で あ ろ

う。地 球史 にお い て 人 間史 に続 く時代区分が あ り

うる とすれ ば、それ は物質空間で は な く記号情報

空 間 に 求め る ほ か な い 。人間史 的画期か地球史画

期か の い ずれ にせ よ、 リアル タ イ ム 倥
・
仮想倥

・

ロ ボ ツ 宀盤 ・グ ロ
ーバ ル 牲、等 々 を ワ澗 御体の

外部に拷蘂 ノ す る 2 進唐子艀報空闘 ＝ 2進 電子 億

報層が 、従来 の入周層 へ の そ の 戸大 な影 響 と もど

も、社会情報学 の 時代被拘朿的な最大 の タ
ー

ゲ ッ

Fで あ る こ と は い うまで もな い
。 記号情報空間の

2 進電子化が 経済、政治、教育、生 活な ど、あ ら

ゆ る局而 に 浸透 す る 。 秩序 原理 と し て の DNAtt

プ n グ ラ ム は プP グ ラ ム の 進 化 史的原型 で あ る

猷 2進 憲子 性 プ ロ グ ラム な牛 命の 誕 生以 降 の 地

球史 の 現段階 で最新 の プ ロ グ ラ ム 形態で あ り、そ

の 広 くて 深 い 影響は予 断を許 さな い
。

　 第 3 に 、伝統 的 な科学 す なわ ち 「認 識科 学 」

は 「学術 の た め の 学術 」 とい う規範 を根底 に据 え

て い た が 、 20 世紀に 出来 した 自生 的な経験 的技

術か ら計画的な科学的技術 へ の 重心移動は 、同世

紀末に は 「社会 の ため の 学術 」 とい う価値 の 比重

を高め、理 系 の 工 学 と文系 の規範科学 を と もに 包

摂 する
厂設計科学ノ と い う新 し い 科学形讐 を要請

する こ と に な っ た 。 2 進電子情報層は 国内的 ・国

際的に い ま ま さ しく機器的 ・制度的構築の 最中に

あ り、時代被 拘束的な社 会情報学 は 「設 計科学 」

的色 彩を強め ざる をえ な い
。 それ は従来型 の 単な

る現状の認識や批判を越 えて実践的な設計 へ と踏

み 込 む こ とを期待 され る 。 研究者の 認 知 ・評 価的

構築 は、現場の 存在論的 （指令 ・認知 ・評価 的）

構築に学ぶ必 要が あ る。
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『社会学評論 』 55 巻 3号、日本社会学会

なお 、社会情報学 と関連 の 深 い 私 の 「新科学論 」 に つ

　 い て は、拙稿 、2003 年、「
近代科学 の メ タ パ ラ ダ イ

　ム 転換 ：
一

つ の 試論 」
『学 術 の 動向』 8巻 10号、日本

　学術会議、の 末尾 に 掲載 さ れ た 拙論 リ ス トの 30 点 を

　参照。そ れ に追加 す べ き拙稿 と して 、2005年、「The

　Second　 Scientific　Revolution　in　 Capita］Letters−

　Informatic　Turn − 」 Keynote　Report　for　the　First

　International　 Congress　 of 　IFSR （lnternational

　Federation　for　Systems　Research｝2005
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